
紹
介

長
井
弘
仁
著

『
歴
史
が
つ
く
っ
た
偉
人
た
ち

i
近
代
フ
ラ
ン
ス
と
パ
ン
テ
オ
ン
ー
』

　
フ
ラ
ン
ス
に
一
度
で
も
旅
行
に
行
け
ば
容
易
に

理
解
で
き
る
こ
と
で
あ
る
が
、
と
に
も
か
く
に
も

フ
ラ
ン
ス
は
「
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
捧
げ
る
国
」
（
本

書
一
八
五
頁
）
で
あ
る
。
空
港
の
名
前
は
言
う
に

及
ば
ず
、
小
さ
な
田
奢
街
の
街
路
に
ま
で
偉
人
の

名
を
冠
し
た
そ
の
様
子
は
、
日
本
人
に
は
新
鮮
で

あ
る
と
同
時
に
、
ど
こ
か
理
解
し
が
た
い
も
の
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
違
和
感
は
、
フ

ラ
ン
ス
が
長
き
に
わ
た
り
民
主
主
義
の
伝
統
を
維

持
し
て
き
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
よ
り
鮮
烈
な
も

の
と
な
ろ
う
。

　
終
戦
か
ら
六
〇
年
を
経
た
今
と
な
っ
て
も
、
未

だ
民
主
主
義
が
定
着
し
て
い
な
い
と
批
判
さ
れ
る

我
が
国
と
は
違
い
、
フ
ラ
ン
ス
は
合
衆
国
と
同
様

に
成
熟
し
た
民
主
主
義
を
誇
っ
て
よ
い
国
で
あ
る
。

そ
し
て
民
主
主
義
と
は
匿
名
性
の
高
い
政
治
体
制

で
あ
り
、
特
定
の
人
物
が
こ
の
体
制
を
具
現
す
る

こ
と
は
原
則
と
し
て
有
り
得
な
い
。
そ
う
し
た
伝

統
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
故
フ
ラ
ン

ス
で
は
歴
史
上
の
人
物
に
対
す
る
記
念
や
祝
福
が

こ
う
も
継
続
し
て
行
わ
れ
て
き
た
の
か
。
長
井
氏

の
著
書
は
、
以
上
の
よ
う
な
疑
問
の
一
端
を
解
明

す
る
べ
く
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
降
長
ら
く
偉
人
顕

彰
の
場
と
し
て
機
能
し
て
き
た
パ
ン
テ
オ
ン
を
取

り
上
げ
、
そ
の
歴
史
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
パ
ン
テ
オ
ン
の
歴
史
は
、
フ
ン
族
の
侵
入
か
ら

パ
リ
を
護
っ
た
と
さ
れ
る
聖
女
ジ
ュ
ヌ
ヴ
イ
エ
ー

ブ
を
祀
る
聖
堂
が
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
に
偉
人
の

遺
骸
を
納
め
る
空
間
と
し
て
改
修
さ
れ
た
こ
と
に

始
ま
る
。
長
井
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
施
設

は
民
主
主
義
が
発
達
し
た
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
こ

そ
造
り
出
さ
れ
る
必
然
を
持
ち
、
ま
た
有
効
に
機

能
し
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
生

み
出
し
た
近
代
民
主
主
義
は
確
か
に
社
会
を
大
き

く
変
え
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
抽
象
的
理
念
が

国
民
の
間
に
浸
透
し
て
い
く
に
は
、
や
は
り
具
体

性
を
持
つ
儀
式
の
力
を
借
り
る
必
要
が
あ
っ
た
。

偉
人
の
遺
骸
の
パ
ン
テ
オ
ン
移
葬
は
、
革
命
期
の

人
々
に
新
時
代
の
到
来
、
及
び
そ
の
時
代
に
生
き

る
者
と
し
て
守
る
べ
き
規
範
を
伝
え
た
で
あ
ろ
う
。

た
だ
一
方
で
、
こ
の
神
殿
が
訴
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
決
し
て
一
貫
性
を
持
つ
こ
と
は
な
く
、
革
命
の

情
勢
が
変
化
す
る
に
つ
れ
て
移
葬
の
意
味
も
変
わ

っ
て
い
っ
た
。

　
同
様
の
傾
向
は
一
九
世
紀
以
降
も
続
く
。
第
～

帝
政
、
復
古
王
政
、
七
月
王
政
、
第
二
共
和
政
、

第
二
帝
政
、
第
三
共
和
政
と
、
こ
の
世
紀
の
フ
ラ

ン
ス
は
何
度
と
な
く
体
制
を
換
え
た
こ
と
で
知
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
の
時
代
ご
と
に
パ
ン
テ
オ
ン
は

異
な
る
位
置
を
与
え
ら
れ
た
。
為
政
者
の
中
に
は
、

こ
の
神
殿
を
国
民
統
合
の
た
め
に
積
極
的
に
活
用

し
た
者
も
い
れ
ば
、
自
身
の
独
裁
の
障
害
に
な
る

こ
と
を
恐
れ
て
機
能
停
止
に
追
い
込
ん
だ
着
も
い

た
。
ま
た
、
誰
の
遺
骸
を
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
移

葬
す
る
か
に
つ
い
て
も
細
心
の
注
意
が
払
わ
れ
た
。

偉
入
の
記
憶
は
確
か
に
国
民
統
合
に
有
用
で
あ
る

け
れ
ど
も
、
門
使
い
み
ち
」
を
誤
れ
ば
政
権
の
維

持
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
り
得
た
か

ら
で
あ
る
。

　
そ
し
て
現
在
、
パ
ン
テ
オ
ン
は
偉
人
の
顕
彰
を

通
し
た
共
和
政
賛
美
の
場
か
ら
、
普
遍
的
価
値
観

を
称
揚
す
る
場
へ
と
そ
の
役
割
を
シ
フ
ト
し
て
き

て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
偉
人
に
対
す
る
国
民

の
意
識
の
変
容
が
、
こ
の
神
殿
を
次
第
に
忘
却
の

彼
方
に
追
い
や
り
つ
つ
あ
る
の
だ
。
そ
れ
は
「
歴

史
の
終
わ
り
」
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。
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以
上
の
概
略
が
示
す
通
り
、
何
か
を
記
憶
・
記

念
す
る
と
い
う
行
為
は
、
そ
の
時
代
の
社
会
や
文

化
を
映
す
鏡
と
な
る
。
長
井
氏
は
パ
ン
テ
オ
ン
を

素
材
に
そ
の
こ
と
を
実
証
し
た
。
叙
述
に
は
安
定

感
が
あ
り
、
非
常
に
読
み
や
す
い
。
ま
た
、
時
間

軸
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
か
ら
現
代
ま
で
と
か
な
り

長
く
と
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
パ
ン
テ
オ
ン
に
移

葬
さ
れ
た
偉
人
た
ち
の
略
歴
は
丁
寧
に
記
さ
れ
て

お
り
、
内
容
も
濃
密
で
あ
る
。
本
書
を
通
し
て
、

読
者
は
近
代
フ
ラ
ン
ス
が
誇
る
オ
マ
ー
ジ
ュ
文
化

の
真
髄
に
迫
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
　
一
読
を
勧
め
た

い
。

（
B
6
版
　
一
九
一
頁
　
二
〇
〇
七
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
山
川
出
版
社
　
一
五
〇
〇
円
）

　
　
（
由
中
聡
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

受
　
贈
　
誌

（
二
〇
〇
七
年
三
月
一
一
九
日
～

　
　
　
　
＝
～
月
～
八
日
）

正
倉
院
紀
要
（
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
）
二
九

西
洋
史
学
報
（
広
島
大
学
西
洋
史
学
研
究
室
）
三
四

石
炭
研
究
資
料
叢
書
（
九
州
大
学
記
録
資
料
館
産

　
業
経
済
資
料
部
門
）
二
八

専
修
史
学
（
専
修
大
学
歴
史
学
会
）
四
二

台
湾
師
大
歴
史
学
報
（
国
立
大
豪
師
範
大
学
歴
史

　
学
で
ホ
）
第
～
二
五
期
酬
～
明
野
　
二
轟
ハ
出
門

大
倉
山
論
集
（
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
）
五
三

大
谷
大
學
史
學
論
究
（
大
谷
大
學
文
學
部
笠
子

　
科
）
　
一
二
～
＝
二

大
東
文
化
大
学
漢
学
會
誌
（
大
東
文
化
大
学
漢
学

　
会
）
四
六

大
美
和
（
大
神
神
社
社
務
所
）
一
一
四

大
分
県
立
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
（
大
分
県
立
歴

　
史
博
物
館
）
八

編
　
集
　
後
　
記

　
九
〇
巻
六
号
は
、
西
洋
中
世
の
紛
争
史
研
究
か

ら
現
代
日
本
の
県
史
に
関
す
る
論
考
ま
で
、
多
様

な
時
代
と
地
域
を
扱
っ
た
力
作
四
篇
を
柱
と
す
る
、

読
み
応
え
十
分
間
も
の
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。
ヴ

ァ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
顔
ぶ
れ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

紛
争
や
記
憶
な
ど
の
問
題
系
を
め
ぐ
っ
て
は
対
象

を
異
に
す
る
各
論
説
や
書
評
、
紹
介
文
を
組
み
合

わ
せ
て
味
わ
っ
て
頂
く
こ
と
も
可
能
で
す
。
幅
広

い
領
域
を
包
摂
す
る
本
誌
な
ら
で
は
の
魅
力
に
溢

れ
た
、
九
〇
巻
を
締
め
括
る
に
相
応
し
い
内
容
か

と
思
い
ま
す
。
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
　
（
青
谷
）

磯
史
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

　
　
げ
暑
k
＞
壽
く
ω
。
p
葺
餌
。
な
＼
浄
＼
一
a
。
尊
巨

本
誌
に
は
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会

平
成
一
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究

成
果
公
開
促
進
費
）
が
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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